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　　・より良い環境で、より長く就業できる環境づくり
　　・避難者支援のためにさらなる連携を
06　 私のおすすめ　自主上映会を企画してみよう！
07　福祉最前線　（Ｎ）神奈川県腎友会
08　連載　いま、そこにある貧困の現実（第６回）
10　県社協のひろば
　　・福祉の仕事の“始めの一歩”を踏み出すために
　　・施設での看取りケアをどう考えますか？
12　かながわ 情報
　　 障害者支援施設たんぽぽの家 
　　利用者自治会「たんぽぽ委員会」（相模原市中央区）

　「これから『たんぽぽ委員会』を始めます！」障害者支援施設「たん
ぽぽの家」で暮らす鈴木高子さんの掛け声で、今月の利用者自治
会が始まった。夏祭りの壁新聞づくりに向けて、色紙で花火を作
るアイデアに「いいこと言うわね」と拍手を送る鈴木さん。「たまに
はこうして集まって、しゃべってみるのもいいじゃない。同じこ
とばかりじゃつまらないもの。みんな、これから何がしたい？」時
に真剣に、終始にぎやかに。自由な話し合いの空間から、福祉施
設の暮らしを豊かにするアイデアが生まれる。 【関連記事12面】
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て
い
る
方
に
対
し
て
は
、
制
度
利
用
に
つ

な
が
る
ま
で
の
間
、
必
要
に
応
じ
て
現
物

給
付
に
よ
る
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

高
ま
る
期
待
は

全
国
の
福
祉
関
係
者
か
ら
も

　
現
在
、
本
事
業
へ
の
参
加
法
人
は
29
法

人
で
す
。
本
年
６
月
に
は
、
参
加
法
人
と

こ
れ
か
ら
事
業
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
い

る
法
人
の
関
係
者
ら
が
集
い
、「
キ
ッ
ク

オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、来
賓
の
厚
労
省
社
会・

援
護
局
荒
川
英
雄
総
務
課
長
補
佐
か
ら

「
国
と
し
て
も
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
構
築
や
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
新

た
な
法
律
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
神

奈
川
の
こ
の
取
り
組
み
を
自
主
的
・
先
駆

社会福祉法人 社会福祉法人県社協 各種支援

CSW
（各法人）

ライフサポーター
（県社協）

かながわ
ライフ
サポート
基金

相談支援

制度へのつなぎ

現物給付

社
会
福
祉
法
人
の
原
点
に
返
り
、

必
要
な
活
動
を
創
っ
て
い
こ
う

　
平
成
23
年
秋
、
本
会
経
営
者
部
会
内
に

設
置
さ
れ
た
課
題
別
検
討
委
員
会
の
一
つ

「
社
会
福
祉
法
人
に
関
す
る
委
員
会
」
で

は
、
現
在
の
社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ
る
状

況
や
、
地
域
に
存
在
す
る
主
体
と
し
て
、

い
か
に
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
で
き
る
か

を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
あ
る

べ
き
姿
を
ま
と
め
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い

た
と
き
、
委
員
か
ら
「
考
え
方
を
ま
と
め

た
り
、
報
告
書
を
作
り
提
言
す
る
こ
と
も

必
要
だ
が
、
社
会
福
祉
法
人
創
設
の
こ
ろ

の
原
点
に
返
っ
て
、
目
の
前
に
困
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
必
死
で
考
え
、
実
践
を
し
て
い

こ
う
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
生
活
困
難

者
支
援
の
事
業
化
の
機
運
が
一
気
に
高
ま

り
ま
し
た
。

　
す
で
に
先
駆
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た

大
阪
府
社
協
老
人
施
設
部
会
の
「
社
会
貢

献
事
業
」
を
視
察
し
、
そ
の
取
り
組
み
を

モ
デ
ル
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に
開
催
さ

れ
た
計
18
回
に
及
ぶ
生
活
困
難
者
支
援
事

業
検
討
委
員
会
作
業
部
会
の
開
催
を
経

て
、「
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
国
で
は
新
し
い
公
共
の
論
議

が
進
み
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
保
育
所
等
へ

の
多
様
な
主
体
の
参
入
に
よ
る
イ
コ
ー
ル

フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
論
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
障
害
者
支
援
施
設
の
内
部
留
保
の
問

題
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
部
会
に
よ
る
事
業
創
設
の

根
底
に
あ
っ
た
の
は
「
社
会
福
祉
法
人
創

設
時
に
立
ち
返
り
、
制
度
も
財
源
も
十
分

に
な
い
中
で
先
達
た
ち
が
行
っ
て
き
た
よ

う
に
、
目
の
前
に
い
る
支
援
を
必
要
と
す

る
方
々
の
た
め
に
知
恵
を
絞
ろ
う
」「
活

動
を
創
造
し
、
そ
し
て
社
会
福
祉
法
人
が

手
を
取
り
合
っ
て
共
に
歩
も
う
」
と
い
う

思
い
で
し
た
。

「
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」と
は

　

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
本
会
で
す

が
、
事
業
の
原
資
の
多
く
は
参
加
法
人
に

よ
る
会
費
（
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

基
金
）
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
を
展
開
す
る
上
で
中
心
と
な
る
人
材

の
面
に
お
い
て
も
、
参
加
法
人
の
運
営
施

設
等
で
実
務
を
担
う
相
談
員
を
推
薦
し
て

も
ら
い
、
本
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」）

と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
【
下
図
】

　
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
最
も
基
本
と
な

る
の
が
「
総
合
生
活
相
談
機
能
」
で
す
。

専
門
的
な
知
識
・
相
談
技
術
を
活
用
し
、

地
域
で
の
訪
問
活
動
を
積
極
的
に
行
う
と

同
時
に
、
地
域
の
各
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
要
支
援
者
の
発
見
に
努
め
、
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
迅
速
に
き
め
細
や

か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
必
要
な
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し
、
経
済
的
に
困
窮
し

2

特
集

　

８
月
よ
り
事
業
を
開
始
し
た
「
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」。
こ
の
事
業
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
本
会
福

祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
部
内
に
新
た
に
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
担
当
」
が
置
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
事
業
が
立
ち
上
が
る
ま
で
の
経

過
と
現
在
の
状
況
を
は
じ
め
、
す
で
に
実
施
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
養
成
研
修
の

様
子
、
寄
せ
ら
れ
て
い
る
相
談
事
例
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
暮
ら
し
の
レ
ス
キ
ュ
ー

　「か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」ス
タ
ー
ト

ー
生
活
困
難
者
に
対
す
る
相
談
支
援
事
業
を
オ
ー
ル
神
奈
川
・
オ
ー
ル
種
別
で
目
指
し
ま
す

【図】「かながわライフサポート事業」の仕組み

県内の参加法人が、社会貢献・地域貢献として財源支出（会費＝かなが
わライフサポート基金）・人的支出（ＣＳＷの推薦）を行い、それをも
とに相談支援・制度へのつなぎ等を展開します
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的
に
さ
れ
た
先
に
は
、
国
が
検
討
す
る
仕

組
み
と
の
連
携
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
保
健
福
祉
局
・
県
民
局
中
田
泰
樹
参
事

監
か
ら
は
「
県
と
し
て
も
こ
の
事
業
に
最

大
限
協
力
し
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
」

と
の
力
強
い
エ
ー
ル
が
、
大
阪
府
社
協
社

会
貢
献
事
業
の
奥
田
益
弘
委
員
長
か
ら
は
、

「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
大
阪
と
神
奈

川
か
ら
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
参
加
者
に
投
げ
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
育
成
に
は
大
阪
府
社
協

と
の
連
携
を
視
野
に

　
７
月
に
は
、
全
３
日
間
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
養
成

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
何
と
い
っ

て
も
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
方
々
で
す
。
今
後
も
依
存

症
や
Ｄ
Ｖ
、
債
権
整
理
な
ど
テ
ー
マ
別
の

研
修
や
、
10
月
に
は
大
阪
府
社
協
の
開
催

す
る
相
談
援
助
技
術
研
修
会
（
事
例
検
討

会
）
に
本
県
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
も
参
加
し
、
合
同

で
の
情
報
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。

家
計
管
理
を
苦
手
と
す
る

世
帯
の
相
談
事
例
か
ら

　
８
月
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本

事
業
。
す
で
に
入
っ
て
き
て
い
る
相
談
の

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
年
金
収
入
に
よ
り
暮
ら
し
て
い
る
世
帯

で
す
が
、
家
計
管
理
が
う
ま
く
い
か
ず
、

次
回
の
年
金
支
給
日
ま
で
所
持
金
が
底
を

つ
き
そ
う
な
場
面
で
相
談
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
早
速
、
近
隣
施
設
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
出

向
い
て
状
況
を
聞
き
、
食
材
の
提
供
に
よ

る
現
物
給
付
・
通
院
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
調
整
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
週

に
一
度
の
買
い
物
の
同
行
支
援
や
、
行
政

と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ス
へ
の
送
迎
な
ど
、
き

め
細
か
い
か
か
わ
り
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、年
金
支
給
日
以
降
は
、
家
計
管

理
や
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
い

な
が
ら
、
社
協
の
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
利
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
こ
う

と
、
当
事
者
や
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
ー
ル
神
奈
川
・
オ
ー
ル
種
別

で
の
展
開
を
目
指
し
て

　
県
内
29
法
人
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト
し
た

本
事
業
で
す
が
、
本
年
度
の
目
標
参
加
数

は
50
法
人
で
す
。
さ
ら
な
る
参
加
の
呼
び

掛
け
に
向
け
、
秋
に
は
理
事
長
・
施
設
長

向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
、
そ
の
後
、
第
２
回
の

Ｃ
Ｓ
Ｗ
養
成
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
市
民

向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
作
成
を

県
内
の
美
術
大
学
に
依
頼
し
て
お
り
、
こ

の
９
月
に
は
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
普
及
・

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ

の
皆
さ
ん
も
、
現
在
、
各
地
域
の
社
会
資

源
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
走
り
始
め
た
ば
か
り
の
本
事
業

で
す
が
、丁
寧
に
相
談
支
援
活
動
を
行
い
、

事
例
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
成
果
や

そ
こ
か
ら
み
え
て
き
た
課
題
を
関
係
者
に

発
信
・
共
有
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☎ 

045
―
311
―
８
７
５
３

 

（
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
担
当
）

　「かながわライフサポート事業」が発展していくためには、
趣旨をご理解いただき、多くの社会福祉法人に参加していた
だくことが重要です。
　実践を重ねた各法人が力を合わせることで、複合したさま
ざまな課題を抱えている生活困難者に対して、より身近な生
活圏域で児童・保育・障害・高齢等を担当する専門分野の異
なるＣＳＷが協働して支援に取り組みます。対象者に寄り添
いながら、地域の社会福祉法人だからできる自立へ向けた支
援を行っていきます。その要であるＣＳＷは、定期的な事例検
討会や各種研修を重ねることにより専門性を高めることがで
きます。「行って、見て、聴いて」行動力あるＣＳＷを養成して
いくことは、各法人のサービスの向上にもつながっていくと
思います。
　第１回ＣＳＷ養成研修会では、経験豊かな職員を参加法人
から派遣いただきました。研修終了後のアンケートからは非
常に前向きな意見を数多くいただき、皆さんが各地域で活躍
いただくことにより、神奈川の新たな地域福祉支援のかたち
の一つになると信じています。

かながわライフサポート事業
研修小委員会
委員長　小泉　隆一郎
（（福）泉心会理事長）

社会福祉法人の原点と可能性
～ソーシャルワークを実践できる人づくり

養成研修には参加法人から29名のＣＳＷが参加。既存の法制
度の理解と活用を十分に検討した上で、狭間のニーズを探る
相談支援のキーマンとして期待されます

（福）横浜長寿会、（福）むつみ福祉会、（福）小
田原福祉会、（福）藤嶺会、（福）弥生会、（福）
中心会、（福）泉心会、（福）清琉会、（福）相模
福祉村、（福）愛慈会、（福）若竹大寿会、（福）
横浜来夢会、（福）雄飛会、（福）共生会、（福）
喜寿福祉会、（福）公正会、（福）松緑会、（福）
愛川舜寿会、（福）つちや社会福祉会、（福）浄
泉会、（福）たちばな会、（福）たちばな福祉会、
（福）ラファエル会、（福）愛伸会、他５法人
　　　　　　　　　　　　 ※参加申請順

かながわライフサポート事業参加法人
（平成25年９月１日現在・29法人）
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本
年
６
月
に
成
立
し
た
改
正
障
害
者

雇
用
促
進
法
で
は
、
障
害
者
権
利
条
約

の
批
准
に
備
え
て
雇
用
施
策
の
強
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
雇
用
分
野
に
お
け
る
障

が
い
者
差
別
の
禁
止
や
、
雇
用
率
の
算

定
に
精
神
障
が
い
者
を
加
え
る
こ
と
等

が
決
定
し
た
ほ
か
、
民
間
企
業
の
法
定

雇
用
率
が
２
・
０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
障
が
い
者
雇
用
の
仕
組
み
が

大
き
く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

中
小
規
模
事
業
所
に
多
い

障
が
い
雇
用
率 

未
達
成
企
業

　

国
の
昨
年
調
査
に
よ
る
と
、
本
県
の

実
雇
用
率
は
１
・
63
％
、
法
定
雇
用
率

の
達
成
企
業
割
合
は
45
・
１
％
と
、
前

年
に
比
べ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

全
国
平
均
を
下
回
り
ま
す
。
ま
た
、
全

国
の
企
業
規
模
別
で
は
、
規
模
が
小
さ

い
ほ
ど
未
達
成
率
が
高
く
、
56
～
３
０

０
人
未
満
事
業
所
に
お
け
る
雇
用
不
足

数
は「
０
・
５
～
１
人
」が
大
半
を
占
め

る
な
ど
、
中
小
規
模
事
業
所
で
の
雇
用

の
難
し
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

一
方
、
特
例
子
会
社（
※
）で
は
、
緩

や
か
な
が
ら
も
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
本
年
５
月
末
日
現
在
で
全
国
に
３

７
８
社
。
本
県
で
は
、
東
京
都
に
次
ぐ

48
社
を
数
え
ま
す
。

※�

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
・
安
定
化
に
向
け
、

事
業
主
が
特
別
に
配
慮
し
て
設
立
し
た
子

会
社
。
雇
用
が
い
害
者
数
や
全
従
業
員
に

占
め
る
割
合
等
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

認
定
さ
れ
、
こ
の
子
会
社
を
親
会
社
に
合

算
し
た
実
雇
用
率
の
算
定
が
可
能
と
な
る

特
例
子
会
社
に
よ
る

「
拠
点
分
散
方
式
」の
取
り
組
み

　

平
成
10
年
に
知
的
障
が
い
の
あ
る
方

た
ち
の
雇
用
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
翌
年
の
平
成
11
年
、
㈱
日
立
ゆ

う
あ
ん
ど
あ
い
（
横
浜
市
戸
塚
区
）
は
、

㈱
日
立
製
作
所
の
特
例
子
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
㈱
日
立
製
作
所
・

グ
ル
ー
プ
会
社
を
拠
点
と
し
、
現
地
集

合
・
現
地
解
散
を
基
本
と
し
て
業
務
を

請
け
負
う
「
拠
点
分
散
方
式
」
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。「
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
と
雇
用
促

進
を
考
え
た
と
き
、
一
拠
点
に
固
ま
っ

て
い
て
は
限
界
が
あ
る
」
と
代
表
取
締

役
社
長
の
鈴
木
巌
さ
ん
。
【
写
真
】

　

４
拠
点
10
人
雇
用
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

15
年
。
現
在
は
、
県
内
を
中
心
に
24
事

業
所
41
拠
点
へ
と
働
く
場
を
拡
大
し
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
社
員
寮
等
の
各
拠
点

で
、清
掃
、社
内
郵
便
集
配
、シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
、
緑
化
、
庶
務
補
助
、
不
要
文
書

の
分
別
、
食
堂
・
喫
茶
の
補
助
等
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
拠
点
で
共
に
働
く
社
員
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

　

雇
用
促
進
に
向
け
て
、「
小
規
模
事

業
所
を
複
数
持
つ
民
間
企
業
に
と
っ

て
、
拠
点
分
散
方
式
は
有
効
な
方
法
」

と
語
る
一
方
で
、
経
営
に
あ
た
っ
て
は

「
社
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
欠
か

せ
な
い
」
と
鈴
木
さ
ん
。

　

同
社
で
は
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る

正
規
社
員
１
１
９
人
が
働
く
各
拠
点

に
、
42
人
の
指
導
員
を
配
置
。
さ
ら
に

本
社
に
７
人
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
、
社
員
と
指
導
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
と
え
業
務
内
容
を
熟
知
し
て
い

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
戸
惑
う
で

あ
ろ
う
指
導
員
を
一
人
に
さ
せ
な
い
こ

と
。『
気
づ
く
こ
と
が
指
導
員
の
仕
事
。

変
化
を
感
じ
た
ら
本
社
に
連
絡
す
る
よ

う
に
』
と
伝
え
て
い
る
」

　

定
期
的
に
開
催
す
る
指
導
員
の
会
議

で
は
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
社
員
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
説
明
や
、
一
人

ひ
と
り
の
気
力
・
体
力
の
見
極
め
方
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
、
率
直
な

意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
近
隣
の
特
例
子
会
社
・
特

別
支
援
学
校
・
福
祉
施
設
等
へ
の
見
学

会
等
を
行
い
、
指
導
員
が
さ
ま
ざ
ま
な

障
が
い
特
性
を
知
り
、
支
援
の
実
践
に

学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
で
の
障
が
い
者
雇
用
に

求
め
ら
れ
る
支
援
策
と
は

　
「
職
場
開
拓
を
進
め
る
視
点
も
重
要

だ
が
、
企
業
と
社
員
双
方
に
し
こ
り
を

残
す
よ
う
な
離
職
に
つ
な
が
っ
て
は
意

味
が
な
い
。
よ
り
良
い
環
境
で
よ
り
長

く
働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
職
場
定
着

の
取
り
組
み
に
目
を
向
け
、
評
価
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

　

雇
用
を
進
め
る
施
策
が
進
む
中
、
障

が
い
の
あ
る
方
た
ち
の
働
く
場
の
確
保

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
雇
用
の
場
を

守
り
・
支
え
る
関
係
者
へ
の
支
援
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

㈱
日
立
ゆ
う
あ
ん
ど
あ
い
様
の
ご
要
望
に

よ
り
、本
ペ
ー
ジ
は
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」

と
表
記
し
て
い
ま
す

�

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

4

よ
り
良
い
環
境
で
、
よ
り
長
く

就
業
で
き
る
環
境
づ
く
り

特別支援学校等からの実習受け入れ
について「一般企業で働く経験を通
して、就職活動や職場定着のヒント
につながれば」と鈴木さん

◆㈱日立ゆうあんどあい
　☎ 045-881-2277
　FAX045-881-2493
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東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
２
年
半
、

本
県
に
は
２
千
人
を
超
え
る
避
難
者
が

生
活
し
て
い
ま
す
。
長
引
く
避
難
生
活

で
、
健
康
・
就
労
・
子
育
て
な
ど
個
別

的
な
問
題
が
多
く
な
り
、
深
刻
化
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
。
県
安
全
防
災
局
で

は
、（
公
社
）神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

と
連
携
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
避
難

者
や
家
族
と
の
面
談
を
通
し
て
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
「
か
な
が
わ
避
難
者
見
守
り

隊
」
を
配
置
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
て
、
専
門
職
に
よ
る

相
談
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
こ
の
相
談
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
自

立
に
向
け
て
気
持
ち
が
前
向
き
に
変

わ
っ
た
と
い
う
方
も
い
る
一
方
で
、
慣

れ
な
い
土
地
の
た
め
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
分
か
っ
て
い
て
も
利
用
を
た
め
ら

う
方
も
い
ま
す
。
見
守
り
隊
の
皆
さ
ん

は
「
避
難
者
は
孤
立
し
て
し
ま
い
が
ち

だ
が
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
身
近
な
相
談

相
手
が
い
る
と
心
強
い
。
今
後
も
地
域

に
つ
な
げ
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
さ
ら
な
る
連
携
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
今
後
は
、
県
内
各
地
で
交
流
サ
ロ
ン

を
開
催
し
、
弁
護
士
や
被
災
地
自
治
体

職
員
に
よ
る
相
談
窓
口
の
場
を
提
供
す

る
な
ど
、
避
難
者
の
声
に
寄
り
添
っ
た

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

2013年7月30日～8月29日

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

● 「生活扶助費」引き下げ
　８月１日から、食費や光熱水費などにあたる
「生活扶助費」を引き下げた金額での生活保護
費支給が始まった。生活保護を受けていない低
所得世帯と、生活保護世帯の消費実態を比較し、
乖離幅の解消に向けて見直したもの。関係団体
からは、生活保護を受ける母子世帯等への影響
などについて懸念が上がっている。

●介護予防サービス切り離しへ
　厚労省が実施した「平成24年度介護給付費実
態調査」によると、介護予防サービス・介護サー
ビス受給者は543万人となり過去最多となった。
　一方、８月６日に公表された「社会保障制度
改革国民会議」の最終報告書では、要支援者に
対する介護予防サービスを介護保険給付から切
り離し、市町村による地域生活支援事業に再編
する方向が提言されている。

●（仮称）茅ヶ崎市保健所設置へ
　８月20日、茅ヶ崎市は平成29年４月を目標に、
現在県が運営する保健所を市で運営することを
発表した。専門性の高い保健所機能と、身近な
保健センターのサービスを一体化することで、
きめ細やかで迅速な対応を目指す。

●被災者らが国を提訴
　福島第一原発事故による被害を受けた子ど
もや住人の生活支援に関する法律（※）が成立し
て１年以上経つにもかかわらず、基本理念に
沿った支援策がないのは違法であるとして、
８月22日、被災者らが国に対し訴訟を起こし
た。自主避難者支援や、健康に対しての不安
の解消など、支援策の具体化が進んでいない
と訴えている。
※ 「東京電力原子力事故により被災した子どもをはじ
めとする住民等の生活を守り支えるための被災者の
生活支援等に関する施策の推進に関する法律」

避
難
者
支
援
の
た
め
に

さ
ら
な
る
連
携
を

◆交流サロン「東北きずなサロン」日程・会場
日時 会場

10月８日（火）
10：30～14：00

川崎市男女共同参画センター
すくらむ21(川崎市高津区)

11月８日（金）
10：00～12：30 藤沢市湘南台市民センター

11月22日（金）
10：00～12：00

ユニコムプラザさがみはら
（相模原市南区）

12月14日（土）
10：00～12：00 秦野市文化会館

　※参加については、事前にお問合わせください
◆交流サロン・避難者支援に関する問合先
　東日本大震災　支援・情報ステーション
　☎045-210-5970　FAX045-210-8934
　URL http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f300774/



❖ 「親亡き後」に遺していくものとは
　自閉症の息子をもつ父親が余命わずかだと知らされ
たとき、何を考え、何を遺していけるのか。
　日本語で「海の天国」を意味する『海洋天堂』は、
水族館で働く父親と、泳ぐことが大好きな自閉症の息
子の絆を描く感動作です。死期が近づく中、「少しで
も君が幸せに暮らせるように」と息子のために奔走す
る父の背中。卵のゆで方・買い物の仕方・バスの乗り
降りなど、一人で生きていくためのすべを息子に伝え
るやりとり。そんな親子をそっと支えていく隣人たち。
そして最期に父親が遺したものは…。
　国際的カンフースターのジェット・リーが、父親役
を演じた本作。音楽には作曲家の久石譲さんが参加す
るなど、有名スタッフが集まったことも、自主上映会
への注目を集めるきっかけになったと感じています。

　この映画に出てくる人たちは、親亡き後の息子を支
えようとしてくれます。私たちの会では長年、法制度
や社会とのつながりを充実させようと活動してきまし
たが、この映画を見ると、周りの人たちの理解や配慮
があってこそ、親が安心して子どもを社会に託すこと
ができるのだということが伝わります。

　また、親だけでなく、関係機関の皆さんにも参加い
ただいた今回、神奈川県発達障害支援センターの大矢
雅之さんは次のような感想を寄せてくださいました。
　「この映画は、父親と自閉症の青年の日常を描きな
がら、親子観や障害者観という普遍的なテーマにも迫
ります。父が子を思う気持ちは、息子ターフー（大福）
の中に生き続け、人々の心に優しさという『福』をも
たらします。静かで美しい物語が、観た者すべてに障
害児・者の幸せを願わせ、心を揺さぶるという力に驚
きます。是非多くの方に観ていただきたい！」

❖ 自主上映会のおすすめ
　たくさんの人たちと感動を分かち合える、映像の
力って大きいですね。自治体や身近な地域コミュニ
ティのイベントであれば、ご近所の皆さんとのコミュ
ニケーションのきっかけになり、新たな交流につな
がっていくように思います。より多くの人に知ってほ
しい・分かってもらいたいテーマについて、映像や芸
術の力を借りてみてはいかがでしょう。
　ぜひみなさんも自主上映会を企画してみませんか。
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自主上映会を企画してみよう！
～中国映画『海洋天堂』の紹介～

　障害のある子をもつ親にとって、親亡き後の不
安は避けて通れない課題です。そこで私たち親の
会では、本年度初めて、このテーマにふさわしい
映画『海洋天堂』の自主上映会を企画しました。
予想を上回る方々にお集まりいただき、「多くの
方に障害のことを知ってほしい」という親の願い
も届いたように思います。私たちも実感した映像
の力、今回は自主上映会の企画をおすすめします。

■『海洋天堂』自主上映会の問合先
（株）クレストインターナショナル
☎03-3589-3176 
FAX03-3589-3186

『海洋天堂』
ＤＶＤ発売中　¥3,990(税込)
発売：キングレコード（株）
販売：キングレコード（株）
2010年中国(日本語字幕)、97分
脚本・監督：シュエ・シャオルー

インフォメーション

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
⇨ 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

がお伝えします!

　1968年4月設立。行政施策の研究・提言、当事者・家族の
ためのミーティング運営、療育者等に向けた勉強会・セミナー
運営等、自閉症児・者と家族の支援や、自閉症スペクトラム
の理解を進めるための活動を広く県域を対象に活動中。

＜連絡先＞横須賀市三春町５- 97-７浅羽方
　　　　  ☎/FAX　046-824-7024
　　　　　URL　http://kas-yamabiko. jpn.org/
　　　　　E-mail　info-kas@kas-yamabiko. jpn.org

日本でもヒットした
『北京ヴァイオリン』
の脚本家が監督を務
め、自身の14年間にわ
たるボランティア経験
をもとに脚本を執筆。
親亡き後に向けて、私
たち親の心をも大きく
揺さぶる作品です

©2010, Nice Select Limited. All Rights 
Reserved.
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　私たち透析患者組織は、すべての都道府県に患者会組
織があります。全国組織である(社)全国腎臓病協議会は
会員数10万人で、厚労省ならびに国会を主に活動してお
り、制度・政策課題に対する要望や請願を中心に取り組
んでいます。
　透析患者は基本的に決められた透析治療施設に週３回
通院し、４時間前後の治療を受けて命を永らえています。
県内全体で18,881人（（一社）日本透析医学会平成24年12
月末調査）の透析患者がおり、その平均年齢は当会調査
で67.6歳です。本会では、県・市町村の制度・政策に対
して、懇談や請願等を通じ私たちの要望や提言を伝える
活動をしています。
　今回の「透析患者生活実態調査」は５年ごとに実施し
ているもので、平成20年に引き続き、今回第２回目の調
査として、県内全透析患者の４分の１に当たる５千人を
対象に実施しました。調査内容は、県域における透析患
者の属性、透析治療実態、居住地と治療施設の関連性、
就労状況と収入実態、家族構成や家計・収入に関する生

活実態、通院手段と実態、通院や治療に要する費用負担
の実態、災害に対する意識実態等としました。
　調査結果から標準的な透析患者の生活実態を紹介する
と、就労者は18％に満たない割合で、ほとんどの透析患
者は働いていない前期高齢者に位置づけされ、多くは障
害年金・老齢年金を併給、またはいずれかの単独支給に
よって生活を営みます。透析患者自身が家計の中心者と
する割合は60％程で、年間収入は201～300万円が30％、
101～200万円が29％程と、300万円以下が全体の75％弱
の割合を示しています。通院交通費に月平均6,591円の
支出負担があり、透析治療以外での治療費や投薬に、月
16,677円の負担を強いられている負担実態が浮き彫りに
なりました。また、全体の62.5％の方が、月に１～５回
の透析治療以外の通院治療を余儀なくされています。
　これらの調査結果から、ますます進む高齢化に即した
県独自の通院送迎のあり方や、合併症に悩む透析患者が
自己負担無く治療に専念できる医療環境を、私たちは維
持継続する努力が必要だと思っています。

高齢化する透析患者の医療費負担 ～「神奈川県透析患者生活実態調査結果」から

　昭和51年発足。透析患者会で組織（現在の
会員数3,500人）。透析・CKD（慢性腎臓病）
患者を対象とした、普及啓発・自立支援・通
院送迎支援・行政への働きかけ等を行う。
〈連絡先〉☎045-321-4621　FAX050-3488-3553
　　　　 URL http://kanajin.com/

（Ｎ）神奈川県腎友会
副会長　　馬上　和久
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私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
「
生
活
困
窮
」
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
々
が
抱
く

イ
メ
ー
ジ
は
、
経
済
的
な
意
味
で
の
貧
困
、
す
な
わ

ち「
お
金
が
な
い
問
題
」で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
お
金
が
な
い
・
少
な
い
と
い
う
「
欠
乏
の
状
態
」

を
表
し
た
の
が
貧
困
や
生
活
困
窮
と
い
う
言
葉
で
し

た
。
そ
の
た
め
「
生
活
困
窮
者
」
と
い
え
ば
、
ホ
ー

ム
レ
ス
や
日
雇
い
労
働
者
、
生
活
保
護
受
給
者
を
連

想
し
、
豊
か
な
日
本
に
お
い
て
は
身
近
に
存
在
し
な

い
特
殊
な
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
が
ち
で
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
は
「
お
金
が
な
い
人
」
の
個
人

的
な
問
題
と
考
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、
地
域
住
民

が
あ
れ
こ
れ
と
首
を
つ
っ
こ
む
べ
き
事
柄
で
は
な

く
、
行
政
が
日
雇
い
労
働
者
対
策
や
生
活
保
護
を
中

心
と
す
る
、
公
的
福
祉
に
よ
っ
て
密
か
に
解
決
す
る

問
題
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
理
由
で
、
生
活
困
窮
の
問
題
は
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
「
他
人
事
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

す
る
取
り
組
み
や
支
援
も
ま
た
縁
遠
い
存
在
で
あ
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
連
載
前
半
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

現
代
に
お
け
る
生
活
困
窮
に
つ
い
て
確
認
し
た
上

で
、
地
域
に
お
け
る
優
れ
た
取
り
組
み
の
意
義
と
そ

の
強
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
問
題
群
か
ら
構
成
さ
れ
る

今
日
に
お
け
る
生
活
困
窮

　

も
ち
ろ
ん
、
生
活
困
窮
の
核
と
な
る
問
題
が
「
お

金
が
な
い
」
と
い
う
経
済
的
な
意
味
で
の
貧
困
で
は

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済

的
な
貧
困
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
公
的
福
祉
に
よ
る
責
任
あ
る
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
今
回
の
連
載
で
示
さ
れ
た
と
お
り
、
今
日

私
た
ち
が
直
面
す
る
生
活
困
窮
は
い
っ
そ
う
幅
広
い

中
身
を
含
み
、「
お
金
が
な
い
」
と
い
う
問
題
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
質
的
な
事
柄
を
含
ん
で
表
出
し
て

い
ま
す
。
連
載
の
中
で
は
、
学
習
環
境
や
家
庭
環
境

が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
、
孤
立

状
態
に
あ
る
若
年
失
業
者
、
住
ま
い
の
確
保
が
難
し

い
高
齢
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
精
神
疾
患
に
苦

し
む
人
た
ち
な
ど
、
重
層
的
な
問
題
を
含
ん
だ
生
活

困
窮
の
現
実
の
姿
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、今
日
に
お
け
る
生
活
困
窮
と
は
、

貧
困
・
排
除
・
差
別
・
失
業
・
暴
力
・
孤
立
・
低
教

育
・
住
居
喪
失
・
精
神
疾
患
と
い
っ
た
相
互
に
関
連

性
を
も
つ
問
題
群
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
さ

ら
に
個
人
的
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
家
族
・
地
域
・

共
同
体
と
の
関
係
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
問
題
で
あ

る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
単

に
「
お
金
」
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
教
育
や

就
職
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
や
、
地
域
や
社
会

へ
の
参
加
が
か
な
わ
な
い
こ
と
等
に
よ
る
不
利
益
に

生活困窮と地域支援を考える
～当事者と共に進める地域づくりのために～

　新たな支援の仕組みづくりに向けて動き出している生活困窮の課題について、これまで５回
にわたり、県内で展開されているさまざまな取り組みを追ってきました。連載前半を締めくく
る今回は、立正大学社会福祉学部准教授の金子充さんから、これまでの連載を振り返りつつ、
生活困窮者支援において求められる地域づくりの視点について、ご寄稿をいただきました。

いま、そこにある貧困の現実 6
連 載

あ
ら
た
め
て
生
活
困
窮
と
は

立正大学社会福祉学部准教
授　金子充さん／明治学院
大学大学院博士後期課程を
修了後、東京都社協非常勤
職員等を経て、2003年から
立正大学社会福祉学部専任
講師。07年から同准教授。
06年から（N）ほっとポット

（独立型社会福祉士事務所）
監事。
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も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
日
に

お
け
る
生
活
困
窮
は
、
個
人
の
生
活
を
脅
か
し
、
孤

立
さ
せ
て
い
く
だ
け
な
く
、
家
族
・
地
域
・
職
場
・

学
校
な
ど
社
会
生
活
の
場
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ

ら
に
は
社
会
全
体
を
む
し
ば
む
問
題
と
し
て
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

生
活
困
窮
と
対
峙
す
る

地
域
の
優
れ
た
実
践

　

地
域
に
は
生
活
困
窮
と
向
き
合
う
支
援
や
取
り
組

み
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
内
容
も
広
範

な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
連
載
で
紹
介
さ
れ
た
取

り
組
み
は
、
い
ず
れ
も
先
駆
的
な
も
の
で
し
た
。

　

一
つ
は
「
生
活
保
護
・
子
ど
も
支
援
員
」
に
よ
る

伴
走
型
支
援
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
可
能

性
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
要
因
を
一
つ
ず
つ
取

り
除
く
き
め
細
か
い
導
き
を
す
る
実
践
で
し
た

（
５
）。
二
つ
目
に
、
安
定
し
た
就
労
が
難
し
い
若
者

の
た
め
の
「
中
間
的
就
労
」
を
保
障
す
る
取
り
組
み
。

こ
れ
は
就
労
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
就
労
の
場
と

「
居
場
所
」
と
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
実
践
で
し
た

（
６
）。
三
つ
目
に
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
「
住
ま

い
探
し
相
談
」
の
実
践
。
こ
れ
は
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態

に
な
っ
た
り
住
宅
扶
助
を
受
け
た
り
す
る
前
段
階

で
、
高
齢
者
等
の
住
居
確
保
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
防

的
な
実
践
で
し
た（
７
）。
四
つ
目
に
、
依
存
症
を
抱

え
た
方
々
に
診
療
と
「
心
の
支
え
」
を
提
供
す
る
取

り
組
み
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
孤
独
に
よ
っ
て
依
存

症
に
陥
っ
て
い
る
方
々
に
医
療
と「
居
場
所
」が
セ
ッ

ト
で
提
供
さ
れ
る
実
践
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た（
８
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
連
載
で
紹
介
さ
れ

た
実
践
は
、
生
活
困
窮
を
「
お
金
」
の
問
題
に
焦
点

化
す
る
の
で
は
な
く
、
人
の
生
活
や
人
生
を
ト
ー
タ

ル
に
理
解
し
た
上
で
明
ら
か
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
群
を
含
め
、
生
活
困
窮
に
至
る
ま
で
の
問
題
の
理

解
と
き
め
細
か
い
対
応
を
目
指
す
実
践
で
し
た
。

優
れ
た
実
践
に
共
通
す
る
強
み

　

さ
ら
に
、
優
れ
た
実
践
に
は
お
お
む
ね
共
通
し
て

次
の
よ
う
な
強
み
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１. 

小
さ
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

　

地
域
に
あ
る
民
間
団
体
や
住
民
組
織
が
手
探
り
で

行
う
実
践
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草

の
根
的
な
支
援
は
、即
応
力
や
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
お
り
、
そ
し
て
低
コ
ス
ト
で
効
果
的
な
実
践
を

手
掛
け
る
こ
と
に
長
け
て
い
ま
す
。

２. 

地
域
に
根
差
し
、

　

 

連
携
を
基
本
に
し
て
い
る
こ
と

　

地
域
の
実
情
を
理
解
し
、
ま
た
地
域
の
資
源
を
活

用
し
た
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
支
援

が
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
、
地
域
そ
の
も
の
が
豊

か
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
他
機
関
・
他
組
織
と
の
連
携
を
基
本
に
し
た
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
問
題
に
対
し
て
ト
ー
タ
ル
か
つ

多
面
的
に
介
入
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

３. 

当
事
者
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す

　

 

実
践
で
あ
る
こ
と

　

生
活
困
窮
者
と
か
か
わ
る
際
に
、
私
た
ち
は
当
事

者
の
弱
い
部
分
や
で
き
な
い
部
分
に
目
を
向
け
が
ち

で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
載
で
紹
介
さ
れ
て
き
た

実
践
は
、
当
事
者
の
「
で
き
て
い
る
部
分
」
に
着
目

し
、
い
っ
そ
う
の
可
能
性
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト（
パ
ワ
ー
を
つ
け
る
）の
実
践
と
な
っ

て
い
ま
す
。

４. 

丁
寧
な
関
係
づ
く
り
を
重
視
し
た

　

 

実
践
で
あ
る
こ
と

　

当
事
者
に
寄
り
添
い
、
当
事
者
を
突
き
放
さ
な
い

「
手
間
の
か
か
る
支
援
」
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住

民
の
一
員
と
し
て
長
期
的
な
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
た
実
践
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
中

に
居
場
所
や
役
割
を
つ
く
り
、
自
信
を
取
り
戻
す

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
時
間
を

か
け
て
支
援
の
経
過
に
寄
り
添
い
、
本
人
に
よ
る
自

立
の
歩
み
を
見
守
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

当
事
者
と
共
に
進
め
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

　

生
活
困
窮
の
問
題
に
対
し
て
、
社
会
や
地
域
は
責

任
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
実
践
を
通

し
て
、
私
た
ち
は
最
終
的
に
当
事
者
と
根
気
強
く
か

か
わ
り
を
持
ち
、
当
事
者
と
共
に
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

特
に
地
域
や
社
会
に
参
加
で
き
ず
に
社
会
的
孤
立

の
状
態
に
あ
る
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
、
金
銭
的

な
支
援
や
寝
起
き
の
場
と
し
て
の
住
居
や
施
設
等
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
中
に
居
場
所
や
役
割
を

つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
自
立
を
導
く
鍵
で
す
。
福
祉
現

場
の
第
一
線
に
立
つ
関
係
者
は
、
居
場
所
や
役
割
を

失
っ
て
い
る
当
事
者
の
声
を
聞
き
、
彼
ら
を
代
弁
す

る
か
た
ち
で
支
援
の
仕
組
み
と
地
域
づ
く
り
を
投
げ

掛
け
て
い
く
役
割
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

�

（
か
ね
こ

　じ
ゅ
う
）

いま、そこにある貧困の現実 6

※文中、（　）内の数字は本紙掲載月
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「
資
格
も
経
験
も
無
く

て
も
で
き
る
の
か
」「
ど

ん
な
仕
事
、
ど
ん
な
職
種

が
あ
る
の
か
」

 

　
福
祉
の
仕
事
を
や
っ
て

み
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
と
き
、
求
職
者
は
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）
で
は
、
そ
う
し

た
求
職
者
に
寄
り
添
い
、
求
職
者
の
〝
始

め
の
一
歩
〞
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、「
福

祉
の
仕
事
を
知
る
懇
談
会
」（
以
下
、「
懇

談
会
」）
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
で
は
、
福
祉
系
以
外
の
学
校
を

卒
業
し
た
方
、
他
業
種
か
ら
転
職
を
さ
れ

た
方
な
ど
、
参
加
す
る
求
職
者
と
同
じ
経

歴
や
経
験
の
あ
る
福
祉
施
設
職
員
に
講
師

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
、就
職
活
動
の
体
験
談
、

仕
事
の
内
容
や
や
り
が
い
、
こ
れ
か
ら
の

目
標
、
そ
し
て
求
職
者
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
話
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
懇
談
会
の
後
半
で
は
、
講
師
を
囲
ん

で
円
座
に
な
り
、
求
職
者
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
る
懇
談
会
の
一
コ
マ
で
は
、「
資
格

も
経
験
も
無
か
っ
た
が
、
働
き
な
が
ら
資

格
を
取
れ
る
よ
う
に
シ
フ
ト
を
組
ん
で
く

れ
た
り
、仲
間
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。

大
事
な
の
は
や
る
気
と
誠
実
さ
。
ま
ず
は

一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と
、
他
業
種

か
ら
転
職
し
、
現
在
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

職
員
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
求
職
者
か
ら
は
「
無
資
格
・
未
経
験
で

も
や
る
気
が
あ
れ
ば
働
け
る
こ
と
に
希
望

が
持
て
た
」「
現
場
の
声
が
聞
け
て
、
仕

事
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
「
職
場
体
験
」
や
「
福
祉
の
し

ご
と
フ
ェ
ア
」【
関
連
記
事
11
面
】
な
ど

の
事
業
を
活
用
し
て
、
多
く
の
方
が
〝
次

の
一
歩
〞
を
踏
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
懇
談
会
等
を
通
じ
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
福
祉
の
仕
事
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
福

祉
の
仕
事
に
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☎
045
―
312
―
４
８
１
６

※ 

詳
し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.knsyk.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

（
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
れ
ば
、
２
０
１
１
年
の
年
間
死
亡
数
は

１
２
５
万
人
で
、
２
０
４
０
年
に
は
１
６

６
万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
、〝
多
死
〞

時
代
の
到
来
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
１
６
６
万
人
の
方
は
ど
こ
で
看

取
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
介
護
保
険
制
度
で
は
す
で
に
「
看
取
り

介
護
加
算
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
会
の
研
修
を
受
講
さ
れ
る
施
設
職
員
か

ら
は
「
死
が
近
づ
い
て
い
る
利
用
者
さ
ん

が
い
る
夜
勤
が
怖
い
」「
担
当
の
ご
利
用
者

さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
、

県
内
の
入
所
施
設
等
を
対
象
に
「
看
取
り

ケ
ア
に
関
す
る
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
１
０
８
施
設
の

う
ち
、
実
際
に
看
取
り
を
経
験
し
た
施
設

は
78
％
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
看
取

り
ケ
ア
へ
の
考
え
方
と
し
て
、「
社
会
福
祉

施
設
が
生
活
の
場
で
あ
る
以
上
は
看
取
り

ま
で
含
め
る
の
が
自
然
で
あ
る
た
め
、行
っ

て
い
く
」
を
支
持
し
た
の
は
57
％
、「
利
用

者
の
生
活
環
境
等
を
整
え
ら
れ
れ
ば
〝
終

の
棲
家
〞
と
し
て
看
取
り
を
行
い
た
い
」

と
の
回
答
は
26
％
で
あ
り
、「
近
代
的
な

死
は
病
院
で
迎
え
る
こ
と
が
圧
倒
的
で
あ

る
た
め
、
施
設
と
し
て
は
原
則
的
に
直
接

か
か
わ
ら
な
い
」「
施
設
の
人
的
・
物
理
的

体
制
上
、
看
取
り
は
行
え
な
い
」
を
選
択

し
た
施
設
は
合
わ
せ
て
も
15
％
で
、
利
用

者
を
最
期
ま
で
ケ
ア
す
る
意
思
の
あ
る
施

設
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
死
に
向
き

合
う
こ
と
に
畏
怖
の
念
を
抱
く
施
設
職
員

が
多
い
の
も
現
実
で
す
。
そ
こ
で
、
本
会

で
は
、
施
設
が
看
取
り
に
向
き
合
う
と
方

針
を
定
め
た
と
き
、
生
を
全
う
し
よ
う
と

す
る
利
用
者
を
支
え
、
職
員
自
ら
も
成
長

の
機
会
と
す
る
た
め
の
従
事
者
研
修
を
、

今
後
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
福
祉
人
材
研
修・介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

県社協の
ひ ろ ばひ ろ ば

県社協の

福
祉
の
仕
事
の〝
始
め
の
一
歩
〞を
踏
み
出
す
た
め
に

　
〜「
福
祉
の
仕
事
を
知
る
懇
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す

施
設
で
の
看
取
り
ケ
ア
を
ど
う
考
え
ま
す
か
？

　
〜
入
所
施
設
対
象「
看
取
り
ケ
ア
に
関
す
る
調
査
」結
果
速
報
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

役員会の動き
◇ 理事会＝８月５日（月）①正会員の
入会申込み②評議員の選任③生活
福祉資金貸付審査等運営委員会委
員の選任④事務局の組織及び職制
等に関する規程の一部を改正する
規程（案）⑤平成25年度県社協一般
会計補正予算（案）

新会員紹介
【経営者部会】（福）愛和
【施設部会】桜の風、デイセンターつ
くし、すぎな会生活ホーム、特別養
護老人ホーム愛和の里、カーサ野庭、
こひばり保育園、南日野保育園

本会人事異動　※常勤職員のみ
◇ 福祉サービス推進部（ライフサ
ポート担当〈課長〉）大関晃一、（ラ
イフサポート担当）井藤小夜香

福祉のしごとフェア2013のご案内
◇ 日時＝10月４日（金）①就職支援ガ
イダンス：午前９時30分～11時30
分（定員100名）、②就職相談会：
午後１時～４時30分（入退場自由）
◇ 会場＝①横浜市技能文化会館８階
802大研修室、②横浜文化体育館
◇ 対象＝福祉の仕事に関心のある方、
福祉分野に就労を希望される方
◇ 問合先＝本会かながわ福祉人材センター
　☎045-312-4816  FAX045-313-4590

苦情解決研修会のご案内
　事業者における苦情解決体制の整
備・充実を目的に研修会を開催します。
＜第１回研修会＞
◇ 日時＝10月29日（火）午後１時～４
時30分（正午受付開始）

◇会場＝県社会福祉会館２階講堂
◇ 対象＝県内社会福祉事業者の苦情
解決責任者・苦情受付担当者・第三
者委員ほか苦情解決に携わる職員
◇定員＝200名（先着順）
◇参加費＝2,000円
◇申込締切＝10月21日（月）
＜第２回研修会＞
◇ 日時＝12月10日（火）①午前９時30
分～午後０時30分②午後１時30分
～４時30分（30分前より受付開始）

◇会場＝県社会福祉会館４階研修室
◇ 対象＝①高齢者分野、②高齢者分
野以外の事業者の苦情解決関係者

　※ 定員を超えた場合は、第１回研
修会の参加事業者を優先

◇定員＝①②各60名
◇参加費＝2,000円
◇申込締切＝11月５日（火）
◇ 申込方法＝所定の申込書に記入の
上、ファクス

◇ 問合先＝かながわ福祉サービス運
営適正化委員会事務局

　☎045-312-1121（内線3558）
　FAX045-322-3559

10周年記念ゴールドコンサー
トのご案内
◇ 日時＝10月14日（月・祝）午後５時
開演（午後４時開場）
◇ 会場＝東京国際フォーラムホールC
◇ 入場料＝2,000円～8,000円（必要な
方は介添者１名無料）
◇ 問合先＝（N）日本バリアフリー協
会ゴールドコンサート事務局
　☎03-5215-1485  FAX03-5215-1735

県立保健福祉大学実践教育センター
平成26年度学生募集のご案内
◇ 募集課程＝①栄養ケア・マネジメ

ント課程②多職種連携推進課程
◇ 出願資格＝①現在、保健・医療・
福祉施設等に勤務または個人で活
動している管理栄養士②保健・医
療・福祉の有資格者として実務経
験３年以上の者
◇募集定員＝①②各課程40名
◇ 開講期間＝平成26年４月～12月
（原則土曜日、一部平日あり）
◇ 出願期間＝①10月１日～18日、②
11月25日～12月６日
◇入学検定料＝8,400円
◇ 選考方法＝出願時提出の小論文、
入学願書により選考
　※ ホームページに募集要項を掲載
◇ 問合先＝県立保健福祉大学実践教
育センター（横浜市旭区中尾１-５-１）
　☎045-366-5800  FAX045-366-5803
　URL http://jissen.kuhs.ac.jp/

（財）光之村 活動助成募集のご案内
　主に県内を拠点に障害者や高齢
者、生活困窮者等の支援をしている
団体を対象に助成を行います。
◇助成金額＝１団体５万円を限度
◇募集期間＝11月30日（土）必着
◇問合先＝（財）光之村
　☎0467-58-9134  FAX0467-58-9148

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】広瀬公子
【子ども福祉基金】結城純、佐藤和成
【ともしび基金】ともしびショップさ
くら運営委員会、樋口正典、穴澤久
吉、県監査事務局総務課、松岡万里
子、名取岐、太田雄造、ともしびショッ
プ保健福祉大学、（公財）積善会介護
老人保健施設リバーイースト、（公
財）積善会曽我病院 （合計72,261円）
 （いずれも順不同、敬称略）
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昭
和
58
年
に
知
的
障
害
者
更
生
施
設

と
し
て
開
園
し
た
、
（福）
相
模
福
祉
村
の

運
営
す
る「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」は
、
入
所

定
員
１
０
０
人
を
数
え
る
福
祉
施
設
で

す
。
近
隣
に
は
同
法
人
の
運
営
す
る
17

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
が
あ
り
、
日
中

活
動
に
は
、
施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
移

行
し
た
方
た
ち
も
通
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
利
用
者
自
治
会

「
た
ん
ぽ
ぽ
委
員
会
」に
は
、そ
う
し
た

施
設
を
利
用
す
る
方
た
ち
が
自
由
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、夏
祭
り
な
ど
の

季
節
行
事
の
出
し
物
や
、う
が
い
手
洗

い
の
励
行
な
ど
、み
ん
な
で
注
意
し
て

い
き
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

　

ひ
と
口
に
施
設
利
用
者
と
言
っ
て

も
、地
域
生
活
に
移
行
し
た
方
た
ち
や
、

施
設
で
の
入
所
生
活
が
20
年
を
超
え
る

方
、表
紙
で
お
話
を
伺
っ
た
鈴
木
さ
ん

の
よ
う
に
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
で
生

活
し
な
が
ら
社
会
人
経
験
を
積
ん
だ
後

に
、年
齢
を
重
ね
た
こ
と
で
再
び
施
設

入
所
に
至
っ
た
方
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

方
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
近
年
、施
設
入
所
支
援
を
利
用

す
る
方
た
ち
の
高
齢
化
・障
害
程
度
の

重
度
化
が
進
む
中
で
、利
用
者
の
思
い

を
ど
の
よ
う
に
引
き
出
し
、受
け
止
め

て
い
け
ば
よ
い
か
。利
用
者
自
治
会
の

持
ち
方
や
、サ
ポ
ー
ト
体
制
の
あ
り
方

は
、施
設
職
員
に
と
っ
て
の
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
か
た
ち
に
こ
だ
わ
ら
ず
、自
由
な
雰

囲
気
を
大
切
に
、ま
ず
は
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
話
を
し
て
み
る
こ
と
。話
し
合

い
の
場
を
重
ね
る
こ
と
で
、自
然
と『
こ

ん
な
こ
と
が
し
た
い
』と
い
う
声
は
上

が
っ
て
く
る
と
思
う
。会
話
の
中
か
ら

で
き
る
こ
と
を
探
っ
て
い
き
た
い
」

　
施
設
を
利
用
す
る
方
た
ち
と
共
に
、

暮
ら
し
の
場
を
ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い

く
か
。利
用
者
自
治
会
を
通
じ
て
、一
人

ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る

職
員
の
姿
勢
が
、利
用
者
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・情
報
提
供
担
当
）

12ご意見・ご感想をお待ちしています！

◆(福)相模福祉村
　障害者支援施設「たんぽぽの家」
　相模原市中央区田名6769
　☎042-761-7788 FAX046-763-3318
　URL http://www.fukushimura.or.jp

① ～③夏祭りの壁新聞づくり。写真と思い出の一
言を添えて完成！この日もにぎやかでした
④表紙の鈴木さんは、明るいムードメーカー
⑤ お話を伺った部長の山田努さん（右）と、「たんぽぽ
委員会」を担当する職員の岡崎健さん（左）

福
祉
施
設
の
暮
ら
し
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

　
　
障
害
者
支
援
施
設
た
ん
ぽ
ぽ
の
家

　
利
用
者
自
治
会「
た
ん
ぽ
ぽ
委
員
会
」（
相
模
原
市
中
央
区
）

① ②

③

⑤④

介護の資格・湘南国際アカデミー
さらに、福祉の新しいイベントがスタート！！
年に３回、就職・転職相談会「ふくしごと３０００」を開催します。

湘南国際アカデミー
藤沢本校 藤沢市藤沢38-2F
 TEL：0120-961-190
二俣川校 横浜市旭区二俣川1-46-15 2F
　　　　　TEL：0120-557-729
横須賀校 横須賀市大滝町2-15-1
　　　　　横須賀東相ビル5階B号室
　　　　　TEL：0120-961-190

初任者研修：７９，８００円！！～（テキスト代別）

実務者研修：３２，０００円！！～（テキスト代別）

介護福祉士受験対策講座：３２，０００円！！～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （テキスト代別）

無料説明会実施中‼ 参加者には参加特典あり‼ 今すぐお電話

資料をご請求された方には「特割キャンペーン」あり

※お問い合わせの際には、福祉タイムズを見たとお伝えください。

「ふくしごと3000」とは、
毎年3000人以上の人材を福祉業界に輩出する活動です。
「就職・転職の無料相談会」×「ふくしごと無料セミナー」
開催時期や詳細に関しては、お気軽にお電話ください。
参加をご希望の介護事業所様もお気軽にご連絡ください。
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